
喜多見地区社協の 

中心的な事業 

（サポート・補助を含む） 

高齢者懇親会 (高齢者

昼食会・お楽しみ会） 

高齢者交流会（バスツアー） 

敬老のお祝い助成他   

(７０歳または７５歳

以上の方に町会・自

治会でお祝い配布） 

ふれあい交流会 

（映画上映・茶話会） 

 
その他 

区民まつり参加    

区内福祉施設交流等 

（昨年コロナで中止） 

＊開設や運営をお手伝い 

サロン・ミニデイ、高齢者 

クラブ交流、子ども食堂など 

 

 

＊ファミリー・サポート・

センター事業 

 

見守り講座 

｢社協｣って一言でいえば、
人と人を“つなぐ”活動 
なんですね！ 
次のページでは、二つの活
動を紹介します！ 

 

夏の主な行事                    お問い合わせ先  喜多見まちづくりセンター  ☎ ０３—３４１７-３４０１ 

主  催 行  事 日  時 場 所 等 

喜多見北部町会 
夏休みラジオ体操 ８月２８日（月）～８月３１日（木） 喜多見駅南口広場 

災害時「共助」の防災訓練 ９月３０日（土） 町会内全域 

喜多見西部町会 夏まつり ８月２６日（土） １５時～１８時 滝下橋緑道中央広場 

喜多見中部町会 夏休み子どもまつり ７月２９日（土） １５時～ 喜多見中学校中庭付近 

喜多見東部町会 夏休み子ども大会 ７月２２日（土） 須賀神社境内 

喜多見上部自治会 

砧っ子夏祭り（実行委員会と共催） ７月２２日（土） １５時３０分～ 砧小学校 

夏休み締めくくり子ども会 ８月２７日（日） １６時～ 砧小学校校庭（雨天の場合→体育館） 

防災訓練 ９月９日（土） 雨天→１０日（日） 次大夫堀公園えのき広場 

喜多見２丁目団地自治会 団地まつり ９月１６日（土）、１７日（日） １５時～ 団地ローラー公園 

宇奈根町会 
盆踊り大会 ７月２２日（土）、２３日（日） 宇奈根氷川神社境内 

防災訓練 ９月３日（日）      〃 

鎌田協和会 鎌田納涼盆踊り大会 ７月２９日（土） １９時～ 鎌田天神社境内 

鎌田南睦会 

自転車乗り方教室 
すいか割り大会 
（砧南小 PTA校外委員共催） 

７月９日（日） ９時～１２時 鎌田区民集会所 

納涼盆踊り ７月２８日（金）１９時～ ゆうぽうとレクセンター駐車場 

夜間パトロール ８月５日（土）、２３日（水） 鎌田２丁目公園集合 

お祭り 

須賀神社祭礼 ８月１日（火）、２日（水） 湯花神事 

鎌田天神社祭礼 １０月８日（日）  

喜多見氷川神社祭礼 １０月１５日（日） （予定）  

喜多見商店街振興組合 喜多見商店街盆踊り ７月２９日（土）、３０日（日） 喜多見駅前広場 

世田谷区 
区民まつり実行委員会 

世田谷ふるさと区民まつり ８月５日（土）、６日（日） 
若林公園、松陰神社、国士舘 
大学世田谷キャンパスの一部 

青少年喜多見地区委員会 多摩川であそぼう ９月３０日（土） （雨天中止） 二子玉川緑地ピクニック広場公園 

世田谷区 

たまがわ花火大会実行委員会 
世田谷区たまがわ花火大会 １０月２１日（土） （荒天中止） 二子玉川緑地運動場 

喜多見地区 

区民まつり実行委員会 
喜多見地区区民まつり １１月３日（祝・金） 喜多見小学校 

 

編
集
後
記 

 

世
田
谷
に
28
年
、
う
ち
喜
多
見
で 

15
年
。
こ
こ
の
景
色
に
な
れ
た
今
で 

は
、
野
川
は
当
地
の
看
板
だ
と
思
え 

る
。
い
つ
も
鳥
を
遊
ば
せ
て
い
て
親
し
み
が
あ
る
。 

 

古
い
も
の
や
歴
史
に
は
こ
と
欠
か
な
い
。
つ
い
先

年
も
外
環
道
工
事
で
17
基
も
の
横
穴
墓
古
墳

が
出
土
し
た
。
７
世
紀
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
一
日

だ
け
の
見
学
会
に
大
勢
参
加
し
た
。
測
量
し
た

だ
け
で
壊
し
て
し
ま
う
な
ん
て
。 

 

も
っと
古
い
稲
荷
塚
古
墳
緑
地
で
は
、
緑
化
推

進
部
会
で
半
年
に
一
度
花
壇
の
花
の
植
え
替

え
、
草
取
り
も
行
って
い
る
が
草
の
成
長
に
は
到

底
追
い
つ
か
な
い
。 

 

草
取
り
の
際
は
遠
慮
な
く
ム
シ
る
が
、
雑
草
も

名
前
を
覚
え
る
と
愛
着
が
わ
く
。
桃
色
の
金
平

糖
の
よ
う
な
花
が
可
愛
い
マ
マ
コ
ノ
シ
リ
ヌ
グ
イ
。

茎
、
葉
と
も
刺
だ
ら
け
。
葉
っぱ
の
形
が
菱
形
を

繋
げ
た
よ
う
な
ワ
ル
ナ
ス
ビ
は
茎
に
縫
い
針
の
よ

う
な
長
い
刺
が
あ
って
恐
ろ
し
い
。 

 

氷
川
神
社
と
慶
元
寺
の
間
の
道
は
、
夏
の
蝉
時

雨
の
後
、
樹
上
か
ら
鳥
の
キ
ッ
キ
ッ
キ
キ
キ
キ
ッ

と
涼
し
そ
う
な
鳴
き
声
が
き
こ
え
て
く
る
（
名

前
は
知
ら
な
い
）。
こ
こ
は
、
い
つ
も
い
い
風
が
吹
い

て
い
て
ミ
ニ
等
々
力
渓
谷
に
思
え
る
。 

 

冬
の
夜
明
け
は
、
ど
こ
で
見
て
も
美
し
い
。
当

地
で
は
喜
多
見
公
園
の
冬
木
立
の
幹
の
根
元
か

ら
梢
の
方
へ
陽
が
上
る
。
濃
紺
の
空
へ
バ
ラ
色
が

広
が
る
様
子
は
、
冬
の
朝
一
番
の
楽
し
み
で
す
。 

佐
藤
壽
夫 

 

編集委員会 

編集長 

 荒川真佐子 

副編集長 

 鈴木 好子 

 森谷みどり 

編集委員 

 志賀 順子 

 石倉 靖久 

 山本 浩美 

 佐藤 壽夫 

 海老沢リサ 

 髙階 有香 

 安澤 秀曻 

人 事 異 動 

 

町会・自治会 

法人格 鎌田南睦会会長 

  （旧）𦚰 克仁 

  （新）佐々木 研一 

まちづくりセンター職員 

 （転出）野仲 すみれ 

  高齢福祉部 高齢福祉課へ 

 （転入）柿本 勇成 

  （前）教育総務部 学務課 

        （敬称略） 

 

喜
多
見
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
主
催 

ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避
難
対
策
セ
ミ
ナ
ー 

３
月
５
日(
日)

、
宇
奈
根
地
区
会
館
に
て
、
ペ
ッ
ト
同
行
避
難

の
第
一
人
者
で
、
各
メ
デ
ィ
ア
で
も
活
躍
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ナ
イ

ス
の
平
井
潤
子
氏
を
講
師
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

災
害
時
は
、
人
が
生
き
て
い
く
だ
け
で
大
変
な
状
況
で
す
。
ペ

ッ
ト
も
人
と
同
様
、
フ
ー
ド
や
ゲ
ー
ジ
な
ど
事
前
の
備
え
が
重

要
。
ま
た
ペ
ッ
ト
の
名
前
・
写
真
・
薬
な
ど
の
情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
に
入
れ
て
お
く
と
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
こ
と
、
風
水
害

が
想
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
事
前
に
友
人
や
親
戚
な
ど
に
預
け

る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

講
義
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム

（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）
の
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
版
」
を
行
い
、
避
難
所
運
営
で
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
か
想
像
し
な
が
ら
、
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
ま
し
た
。 

実
際
の
避
難
所
に
は
、
犬
や
猫
以
外
の
ペ
ッ
ト
を
連
れ
た
同

行
者
や
、
鳴
き
声
の
問

題
、
中
に
は
動
物
ア
レ
ル
ギ

ー
の
方
も
い
ま
す
。
自
身

の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
人

と
動
物
が
共
生
す
る
社
会

の
中
で
、
避
難
の
在
り
方

も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
セ
ミ

ナ
ー
で
し
た
。 

 

 

 

社協ってなあに？ 

し ゃ   き ょ う 

※社協＝社会福祉協議会の略。 

毎年、社協会員の会費納入が町会・自治会を通じて依頼されています。高齢者のバス

ツアーや食事会は知ってるけれど・・・。さて、社協ってどんな活動？会費はどんなことに使

われているの？ 調べてみると、わが地区の社協では高齢者懇親会だけでなく、サロンやミ

ニデイ、子育て支援や子ども食堂、お買い物ツアーや魚の移動販売会など、さまざまな事

業をしているんですね。今回は、私たちの身近な地区社協について、ふれることにしました。 

「地区社会福祉協議会（地区社協）」とは 

少子高齢化の傾向が一層顕著となり、独居高齢者の増加や地域コミュニテ

ィの希薄化など、社会を取り巻く環境は大きく変化しています。一方で、家事

介護や子育て支援、安否確認、見守りなど福祉に対する要望は複雑・多様化

し、行政による公的サービスだけでは課題解決が難しくなっています。（中略） 

こうした暮らしの中にある福祉課題に対して、そこで暮らす方々の「つなが

り」を活かしながら活動を展開する住民主体の組織です。概ねまちづくりセン

ターの管轄地域ごとに区内では 29の地区社協が活動しています。 

（世田谷区社会福祉協議会 HPより抜粋） 
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人口 ３３，２４７人 
（前号比 ９４人増） 

 
男：１６，４１３人 

女：１６，８３４人 
 

世帯数：１６，０１５世帯 
（前号比 139世帯増） 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

☆
古
着
・
古
布
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
量 

５
月
21
日
実
施 

１
３
，
２
９
０
㎏ 

 

次
回
は

月

日(

日)

の
予
定
で
す
。 

 

「ミニコミ紙のがわ」 

は、こちらからもご

覧いただけます。 

 

その他の社協事業としてこんなことも… 

写真提供：喜多見わんわんパトロール隊 



苦
し
く
な
い
程
度
に
自
分
を
整

え
て
お
く
の
に
相
応
し
い
会
だ
と

認
識
を
新
た
に
、
早
速
入
会
の
手

続
き
を
し
て
、
何
か
晴
れ
や
か
な

気
分
で
会
場
を
後
に
し
た
。 

 

私
の
晴
れ
や
か
な
気
分
と
は
、こ

の
会
を
通
じ
て
、
会
員
の
皆
さ
ん

と
の
新
た
な
出
会
い
が
生
ま
れ

る
。
人
と
の
出
会
い
は
楽
し
い
も

の
で
、
こ
れ
も
又
私
の
つ
た
な
い

人
生
を
彩
っ
て
く
れ
る
。
次
回
が

楽
し
み
だ
。 

そ
し
て
地
元
の
皆
さ
ん
も
参

加
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
お
勧
め

し
た
い
。
杉
山
代
表
も
「
も
っ
と
会

員
を
増
や
し
た
い
」
と
素
敵
な
笑

顔
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。  

（
靖
） 

 

体
験
談 

 参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
、私
な
り
に
「
野

郎
会
」
と
い
う
か
ら
恐
ら
く
マ
ッ
チ
ョ
な
男

性
の
集
ま
り
だ
ろ
う
か
と
勝
手
に
想
像

し
つ
つ
会
場
を
覗
く
と
、
中
央
に
は
指
導

役
の
女
性
の
先
生
が
、
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら

会
員
を
迎
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
な
ら
今

年
米
寿
を
迎
え
る
私
で
も
大
丈
夫
か
な

と
少
し
安
堵
し
た
。 

１
時
間
半
の
行
程
で
内
容
は
所
謂
「
筋

ト
レ
」
中
心
で
、頭
の
天
辺
か
ら
足
の
つ
ま

先
迄
の
無
数
の
筋
肉
を
鍛
え
る
伸
縮
運

動
。
き
つ
く
、少
々
辛
い
面
も
あ
っ
た
が
、何

か
筋
肉
に
良
い
褒
美
を
与
え
て
い
る
ん
だ

と
い
う
実
感
を
伴
う
も
の
だ
っ
た
。
杉
山

代
表
は
「
こ
の
体
操
は
医
学
の
根
拠
に
基

づ
く
も
の
で
、
色
々
な
先
生
に
お
願
い
し

て
い
る
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

私
は
人
生
の
最
終
章
に
入
り
、
こ
の
ま

ま
老
い
を
守
り
に
生
き
る
よ
り
、
む
し
ろ

老
い
と
対
峙
の
姿
勢
で
、
生
き
る
以
上
見

苦
し
く
な
い
程
度
に
自
分
を
整
え
て
お

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                     

現在１１名の会員で、月２回開催しています。 

７０～８０代が中心？ 

昔は「向こう三軒両隣り」が、子育てから物の貸し借りなど助け合いながら生活していました。この事業は、核家族化が

進み、ますます子育て負担が増す中で、子育てを支援してほしい方（利用会員）と、手助けのできる方（援助会員）の

橋渡しを行い、身近な地域で子育ての相互援助を行う会員制のしくみです。 

 

さまざまな活動をしているサロンの中から、

男性だけで活動している健康体操に編集委員

が参加してきました。 

 

活動その１. 喜多見地区 「体操
た い そ う

野郎会
や ろ う か い

」 

活動その２. 世田谷区社協「ファミリー・サポート・センター事業」 

利用会員さんと 

援助会員さんを 

マッチング！ 

面談して打合せ 

 
困ったときは

お互いさま！ 

まずは事前登録が必要です！ 

区内在住で生後４３日から小学校６年生までの

子どもの保護者が対象。 

●依頼できる内容 

＊子どもの短時間の預かり 

仕事・出産・保護者のケガや病気など。 

ちょっと疲れてリフレッシュしたい、 

美容院へ行きたい、そんなときもＯＫ！ 

＊保育園・幼稚園・小学校・習い事の送迎 

その前後の預かりも可能です。 
 

●預かり場所 

会員と面談の上決める。 

（自宅、児童館、おでかけひろばなど） 
 

●活動謝礼金など 

１時間８００円、ほか活動中に生じた 

費用。謝礼金は、会員から直接 

受け渡しします。 

利用会員になるには？ 

子どもが好きで、責任を持って子どもの預かりや送

迎ができる１８歳以上の方(高校生不可)。 
 

「子育て支援者養成研修」（６日間計２５時間）

の受講が必要です！ 

受講終了後、援助会員として登録します。 
 
※研修の時期など詳細は、「世田谷区社会福祉 
協議会」のホームページをご覧ください。 

援助会員になるには？ 

※わがまちの住民主体で構成されている「喜多見地区社協」に対し、「世田谷区社協」は法人組織。互いに連携・協働
しながら、それぞれの立場で世田谷の地域福祉の推進に取り組んでいます。 

写真は、明るく元気な援助会員の東内さん(写真左)

と奥田さん(右)、ファミリーサポートきぬたアドバイザー室

井さん(中央)です。「こういう活動があること、子育て中

で困っている方、ちょっと息抜きがしたい方にぜひ知って

ほしい」。「援助会員はまだまだ少ない。１日１時間でも

いいので無理をせず自分のできる範囲で、多くの

方に援助会員になっていただきたい」。何より「子

どもたちが可愛くて可愛くて…」と、目を細めなが

ら活動の様子をお話しくださった援助会員さん。

取材を終えて、子どもたちを地域の繋がりの中で

見守り、共に育てていくことが大事と感じました。 

  

登
録
案
内 

サ
イ
ト
は 

こ
ち
ら
で
す 

 

なりに動かせばいいので、女性

軍団に気後れしてしまうお父

さん世代には、もってこいの団

体だと思います。 

 

女性が多い体操クラブはおしゃべり

も楽しみのうち、という感じですが、

男性だけのこの会は、自分の身体と向

き合って、今日の体調に合わせて自分

 １０周年

記念 
喜多見児童館の「世田谷区子ども夢プロジェクト」から始まっ

た「宇奈根の渡し」が今年で１０年目となりました。残念ながら前

日の雨で「渡し」は中止となってしまいましたが、世田谷区長、

川崎市長のご臨席のもと、舟の製作からプロジェクトにご協力

いただいた地域の方に、子ども実行委員から感謝状や花束が

贈られました。午後は川崎と世田谷の子どもたちが手作りのゲ

ームや紙芝居、地面に置かれた舟での模擬さおさしなどで遊び

ながらの交流。また一つ、歴史が重なりました。 

５月１４日、喜多見児童館で「宇奈根の渡し」１０周年記念 

セレモニーが行われました。 

「宇奈根の渡し」復活（一日だけの）１０年を振り返る動画も上映され、初めてそうなんだと実感しました。前館

長のスピーチで子どもたちの夢を叶えたいと、手探りで役所や関係部署を訪ねても「安全面は？」と言われ続

けて・・・と一瞬絶句された事に産みの苦しみがうかがわれました。 

                           

 

１０周年記念セレモニーに参加して 

               編集委員 佐藤  

子ども実行委員から感謝状が贈られた 

小泉政礼さん(左)と鈴木光吉さん(中央) 
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交流会の様子 

感謝状贈呈式の後、突然ひとことを、のマイクを向けられた

鈴木光吉さん(舟の製作、掉さし指導をされた方です)が、「水

の流れは浅い所が速い。舟の縁とコンクリートの間に挟まれて

指をとばしたり、事故があったりしなくて本当によかった。水の

流れは緩そうに見えても、人の力では止められない。ここにい

る皆の力でも無理」という話が印象に残りました。（１９号台風

も記憶に新しい。）地域のお宝のような話を、児童館の隣に住ん

でいて知らなかった！ご協力された皆様の助力の賜物です。 

 


